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概要
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IR GUI

点検
報告書

報告書自動出力

・IR画像データ
・可視光画像データ

検出・分類変換・解析

二次診断
(電気的診断)

二次診断
データ

【太陽光発電所】 <二次診断>
検出異常箇所
の電気的診断

<一次診断>
異常箇所の検出

クラスタ異常

ストリング異常
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(ドローン) 画像解析



従来点検と太陽光発電パネルドローン点検の比較
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• 全接続箱の「開放電圧値・抵抗値」をチェック

• 異常値のストリング発見

全パネルをチェック
（パネルチェッカー・ハンディ赤外線カメラ）

• 全接続箱・全ストリングをチェック
→ 時間・労力

• 異常値のストリングしかパネルの発熱状
況を得られない

• パネルの「可視/赤外線画像」撮影
異常箇所の自動検出・分類
異常箇所を含む接続箱のみリスト出力

• リストアップされた接続箱のみ「開放電圧値・
抵抗値」をチェック
（異常個所を含むパネルだけ詳細確認も可能）

• 全パネルの赤外線画像を一気に取得
（時間短縮）

• 異常個所の検出・接続箱情報まで分かり、
ピンポイントで確認可能
（作業効率化）

• 重篤な異常個所を優先的に点検可能

従来

太陽光発電パネルドローン点検



本ソリューションの特長
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• ドローンで撮影取得したソーラーパネルの可視・赤外線画像から、自動的に短時間で不具合箇所の検出・分類可能

• 写真の位置情報・地図情報・図面情報から、不具合箇所の位置の把握可能

• 不具合箇所のあるパネルがつながっている接続箱まで特定。すぐにストリングの電気特性の確認が可能

RGB画像 IR画像

地図情報検出リスト

地図・図面情報と不具合
個所をリンク

可視画像・赤外線画像をリンク

検出結果をリスト化
・

不具合個所が推定される
接続箱の情報をリンク

赤外線画像を解析し、不具合
個所を検出・種別分類

使用するアプリを開発



本ソリューションの特長
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• 赤外線画像と可視画像の組合せ
→ 原因の分離（破損 or 影など）が可能。

• スタンドアロンのモバイルPCで使用可能
→ 現場の通信状態・モバイル通信容量 の心配なし。

• 報告書テンプレートも自動出力。（クラウド対応 開発中）

点検準備 ドローン撮影 撮影画像解析 (電気特性のチェック) 報告書作成

点検アプリ(開発）

ドローンを使用した点検サービス

報告書テンプレート出力



参考）太陽光発電パネルドローン点検事例（3MW）
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9:30 AM
現場入り 機材準備

現場確認
ドローン飛行
RGB/IR撮影
データ確認

アプリでの画像解析
発熱箇所・接続箱の

情報の確認

サイト内各所での
電気診断

2:30 PM
片付け
撤収

10:30 AM 12:00 PM

全ストリングの電気診断 ＋ 不良パネルの特定作業

9:30 AM

10h

1.0h
1.5h 2.5h

計5.0h

メリット：
不良パネルの特定までの
点検時間を短縮
点検による売電ロス低減

従来

日没により、一部
作業を翌日に持越

※1,200本中10本のストリング
（12直）に異常が見られた場合

電気診断で異常の見られたストリングで、1枚ずつパネルチェッカーをかけて不良パネルを特定

ドローン画像から短時間で
不良パネルの確認完了

不良パネルのあるストリングだけ、
効率的に電気特性を確認


